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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第65期
第３四半期
連結累計期間

第66期
第３四半期
連結累計期間

第65期

会計期間
自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日

自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日

自　平成26年４月１日
至　平成27年３月31日

営業収益 （千円） 29,183,796 28,898,609 38,567,172

経常利益 （千円） 824,302 1,464,328 1,085,060

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 488,513 934,138 576,199

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 772,932 1,119,692 858,055

純資産額 （千円） 3,333,965 4,513,212 3,419,088

総資産額 （千円） 42,931,710 43,349,790 42,631,452

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 30.53 58.38 36.01

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 7.5 10.1 7.7

 

回次
第65期
第３四半期
連結会計期間

第66期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成26年10月１日
至　平成26年12月31日

自　平成27年10月１日
至　平成27年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 15.55 23.38

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．営業収益には、消費税等は含まれておりません。

３．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等又は前事

業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績の分析

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用・所得環境に改善が見られ、国内景気は緩や

かながら回復基調で推移いたしました。しかしながら、中国をはじめとした新興国経済の減速などが影響し、依然

として不透明な状況で推移しております。

　貨物自動車運送業界におきましては、個人消費の低迷を背景に企業の生産活動は弱く、輸送量の足踏み状態が続

いております。また、労働力不足など雇用環境の改善は見られず、引き続き厳しい状況下にありました。

　このような状況のもと、当社グループは、引き続き特別積合事業の収益性の向上に取組み、業績目標の達成に向

けて邁進してまいりました。

　営業収益につきましては、不採算取引の改善と同業とのアライアンス開始により、効率化に努めてまいりまし

た。しかしながら、夏場以降から減少していた輸送量が回復せず、グループの営業収益は減収となりました。

　営業利益につきましては、前年同期比73.5％増加いたしました。営業収益の減少はあったものの、原油価格の下

落により、燃料費用が減少したことによります。

　第４四半期は、既存顧客の拡大や新規顧客の開拓など、輸送量の拡大に向けた取組みと、人事施策の展開や同業

とのアライアンスの拡大などにより、経営基盤を強化してまいります。

 

 

（営業収益）

　当第３四半期連結累計期間における営業収益は288億98百万円（前年同期比1.0％の減少）となりました。主な要

因は、当社において営業収益が275億円（前年同期比1.0％の減少）となったことによります。

（営業利益）

　当第３四半期連結累計期間における営業利益は14億48百万円（前年同期比73.5％の増加）となりました。主な要

因は、当社において営業利益が12億96百万円（前年同期比81.5％の増加）となったことによります。

（経常利益）

　当第３四半期連結累計期間における経常利益は14億64百万円（前年同期比77.6％の増加）となりました。主な要

因は、当社において経常利益が13億12百万円（前年同期比90.0％の増加）となったことによります。

（親会社株主に帰属する四半期純利益）

　当第３四半期連結累計期間における親会社株主に帰属する四半期純利益は９億34百万円（前年同期比91.2％の増

加）となりました。

　なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13

日）等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

　当社グループの事業は、貨物自動車運送事業の単一事業であるため、セグメント情報の区分による分析は省略し

ております。

(2）財政状態の分析

（流動資産）

　当第３四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、84億35百万円（前連結会計年度末比7.6％の増加）と

なり、５億95百万円増加しました。主な内訳は、現金及び預金17億２百万円（前連結会計年度末比1.0％の増

加）、受取手形及び売掛金62億53百万円（前連結会計年度末比11.2％の増加）となっております。

（固定資産）

　当第３四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、349億13百万円（前連結会計年度末比0.4％の増加）と

なり、１億22百万円増加しました。主な内訳は、建物及び構築物93億45百万円（前連結会計年度末比3.5％の減

少）、土地188億77百万円（前連結会計年度末比0.7％の増加）となっております。

（流動負債）

　当第３四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、253億68百万円（前連結会計年度末比4.9％の増加）と

なり、11億85百万円増加しました。主な内訳は、支払手形及び買掛金31億91百万円（前連結会計年度末比6.7％の

増加）、短期借入金187億18百万円（前連結会計年度末比5.9％の増加）となっております。
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（固定負債）

　当第３四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、134億67百万円（前連結会計年度末比10.4％の減少）

となり、15億61百万円減少しました。主な内訳は、長期借入金64億64百万円（前連結会計年度末比22.2％の減

少）、退職給付に係る負債42億95百万円（前連結会計年度末比0.5％の増加）となっております。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は、45億13百万円（前連結会計年度末比32.0％の増加）とな

り、10億94百万円増加しました。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成27年12月31日）

提出日現在
発行数（株）

（平成28年２月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 16,000,000 16,000,000 －
単元株式数は100株でありま

す。

計 16,000,000 16,000,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成27年10月１日～

平成27年12月31日
－ 16,000 － 800,000 － 40,305

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他）
普通株式

15,993,100
159,931 －

単元未満株式
普通株式

6,900
－ －

発行済株式総数 16,000,000 － －

総株主の議決権 － 159,931 －

（注）　当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

　　　　ることができないことから、直前の基準日（平成27年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

②【自己株式等】

　　　　該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成27年10月１日から平

成27年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  (単位：千円)

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,686,746 1,702,982

受取手形及び売掛金 ※３ 5,623,812 ※３ 6,253,137

貯蔵品 50,520 43,146

その他 497,922 457,590

貸倒引当金 △19,070 △21,019

流動資産合計 7,839,932 8,435,837

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 9,688,334 9,345,747

車両運搬具（純額） 45,069 44,630

土地 18,755,638 18,877,567

その他（純額） 2,818,403 3,203,963

有形固定資産合計 31,307,445 31,471,908

無形固定資産 1,446,197 1,402,905

投資その他の資産 ※１ 2,037,877 ※１ 2,039,139

固定資産合計 34,791,520 34,913,953

資産合計 42,631,452 43,349,790

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,991,163 ※３ 3,191,631

短期借入金 17,670,008 18,718,435

未払法人税等 439,424 264,782

役員賞与引当金 10,000 18,000

その他 3,072,698 3,175,997

流動負債合計 24,183,294 25,368,846

固定負債   

長期借入金 8,311,327 6,464,350

退職給付に係る負債 4,274,565 4,295,566

その他 2,443,177 2,707,815

固定負債合計 15,029,070 13,467,731

負債合計 39,212,364 38,836,577
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  (単位：千円)

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 800,000 800,000

資本剰余金 40,305 57,747

利益剰余金 2,811,904 3,722,042

株主資本合計 3,652,209 4,579,790

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 110,676 106,486

退職給付に係る調整累計額 △470,956 △291,958

その他の包括利益累計額合計 △360,279 △185,472

非支配株主持分 127,158 118,894

純資産合計 3,419,088 4,513,212

負債純資産合計 42,631,452 43,349,790
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(2)【四半期連結損益及び包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  (単位：千円)

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

営業収益 29,183,796 28,898,609

営業原価 27,836,489 26,903,325

営業総利益 1,347,306 1,995,283

販売費及び一般管理費   

貸倒引当金繰入額 7,000 12,373

給料及び手当 131,255 127,109

役員賞与引当金繰入額 12,750 17,700

退職給付費用 9,458 9,209

その他 351,953 380,194

販売費及び一般管理費合計 512,418 546,586

営業利益 834,888 1,448,696

営業外収益   

受取利息 783 793

受取配当金 14,564 14,582

受取手数料 22,085 21,052

固定資産売却益 107,599 125,629

助成金収入 8,385 8,943

その他 39,690 41,722

営業外収益合計 193,110 212,723

営業外費用   

支払利息 186,960 172,902

その他 16,736 24,189

営業外費用合計 203,696 197,091

経常利益 824,302 1,464,328

特別利益   

投資有価証券売却益 - 6,322

特別利益合計 - 6,322

特別損失   

固定資産除却損 8,227 22,152

減損損失 - 4,459

特別損失合計 8,227 26,611

税金等調整前四半期純利益 816,074 1,444,040

法人税、住民税及び事業税 426,327 518,218

法人税等調整額 △110,945 △18,966

法人税等合計 315,381 499,252

四半期純利益 500,692 944,787

（内訳）   

親会社株主に帰属する四半期純利益 488,513 934,138

非支配株主に帰属する四半期純利益 12,179 10,649
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  (単位：千円)

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △1,901 △4,093

退職給付に係る調整額 274,142 178,998

その他の包括利益合計 272,240 174,904

四半期包括利益 772,932 1,119,692

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 760,671 1,108,958

非支配株主に係る四半期包括利益 12,260 10,734
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【注記事項】

（会計方針の変更）

　　（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(４)、連結会計基準第44－５項(４)及び

事業分離等会計基準第57－４項(４)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点

から将来にわたって適用しております。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の税金等調整前四半期純利益は、17,441千円減少しております。また、

当第３四半期連結会計期間末の資本剰余金が17,441千円増加しております。

 

EDINET提出書類

近物レックス株式会社(E04177)

四半期報告書

12/17



（四半期連結貸借対照表関係）

※１　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成27年12月31日）

投資その他の資産 15,656千円 25,701千円

 

　２　受取手形割引高

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成27年12月31日）

受取手形割引高 622,415千円 300,891千円

 

※３　四半期連結会計期間末日の満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。なお、当第

３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が、四半期連結会

計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成27年12月31日）

受取手形 840千円 130,833千円

支払手形 － 292,627千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結

累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

減価償却費 1,073,345千円 1,121,100千円
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（株主資本等関係）

前第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資 配当金の総額 １株当たり配当額 基準日 効力発生日

平成26年６月17日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 17,600千円 1.1円 平成26年３月31日 平成26年６月18日

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後と

なるもの

　該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資 配当金の総額 １株当たり配当額 基準日 効力発生日

平成27年６月16日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 24,000千円 1.5円 平成27年３月31日 平成27年６月17日

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後と

なるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社グループの事業セグメントは、貨物自動車運送事業の単一セグメントであり重要性が乏しいため、セグメント情報

の記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 30円53銭 58円38銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千

円）
488,513 934,138

普通株主に帰属しない金額 － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
488,513 934,138

普通株式の期中平均株式数（千株） 16,000 16,000

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

 平成28年２月８日
 

近物レックス株式会社
 

　取 締 役 会　 御中  

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 谷　　津　　良　　明　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 鈴　　木　　　　　努　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている近物レックス株

式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成27年10月１日から

平成27年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年12月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、近物レックス株式会社及び連結子会社の平成27年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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